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○
消
防
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
新
旧
対
照
条
文

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

新

旧

目
次

目
次

第
一
章

措
置
命
令
等
を
発
し
た
場
合
に
お
け
る
公
示
の
方
法
（

第
一
条
）

第
一
章
の
二

防
火
管
理
者
等
（
第
一
条
の
二

第
四
条
の
六
）

第
一
章

防
火
管
理
者
等
（
第
一
条

第
四
条
の
六
）

－
－

第
二
章

（
略
）

第
二
章

（
略
）

第
一
節

防
火
対
象
物
の
用
途
の
指
定
（
第
五
条
）

第
一
節

舟
車
の
指
定
（
第
五
条
）

第
二
節

（
略
）

第
二
節

（
略
）

第
二
章
の
二
～
第
七
章

（
略
）

第
二
章
の
二
～
第
七
章

（
略
）

第
一
章

措
置
命
令
等
を
発
し
た
場
合
に
お
け
る
公
示
の
方
法

（
措
置
命
令
等
を
発
し
た
場
合
に
お
け
る
公
示
の
方
法
）

第
一
条

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
。
以
下
「

法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
三
項
（
法
第
五
条
の
二
第
二
項
、
法

第
五
条
の
三
第
五
項
、
法
第
八
条
第
五
項
、
法
第
八
条
の
二
第
四

項
又
は
法
第
十
七
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
公
報
へ
の

掲
載
そ
の
他
市
町
村
長
が
定
め
る
方
法
と
す
る
。

第
一
章
の
二

（
略
）

第
一
章

（
略
）

（
収
容
人
員
の
算
定
方
法
）

（
収
容
人
員
の
算
定
方
法
）

第
一
条
の
二

（
略
）

第
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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（
防
火
管
理
者
と
し
て
必
要
な
学
識
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

（
防
火
管
理
者
と
し
て
必
要
な
学
識
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ

る
者
）

る
者
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
危
険
物
保
安
監
督
者
と

二

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
。
以
下
「
法

し
て
選
任
さ
れ
た
者
で
、
甲
種
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を

」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
危
険
物
保
安

受
け
て
い
る
も
の

監
督
者
と
し
て
選
任
さ
れ
た
者
で
、
甲
種
危
険
物
取
扱
者
免
状

の
交
付
を
受
け
て
い
る
も
の

（
乙
種
防
火
管
理
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
を
防
火
管
理
者
と

（
乙
種
防
火
管
理
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
を
防
火
管
理
者
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
防
火
対
象
物
の
部
分
）

す
る
こ
と
が
で
き
る
防
火
対
象
物
の
部
分
）

第
二
条
の
二

令
第
三
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
防
火
対
象

第
二
条
の
二

令
第
三
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
防
火
対
象

物
の
部
分
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

物
の
部
分
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

防
火
対
象
物
の
部
分
で
令
別
表
第
一

一

項
か
ら

四

項
ま

一

防
火
対
象
物
の
部
分
で
令
別
表
第
一

一

項
か
ら

四

項
ま

(
)

(
)

(
)

(
)

で
、

五

項
イ
、

六

項
、

九

項
イ
、

十
六

項
イ
又
は

十

で
、

五

項
イ
、

六

項
、

九

項
イ
、

十
六

項
イ
又
は

十

(
)

(
)

(
)

(
)

(
(

)
(

)
(

)
(

)
(

六
の
二

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
も
の

六
の
二

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る
も
の

)
)

の
う
ち
、
当
該
防
火
対
象
物
の
部
分
を
一
の
防
火
対
象
物
と
み

の
う
ち
、
当
該
防
火
対
象
物
の
部
分
を
一
の
防
火
対
象
物
と
み

な
し
て
第
一
条
の
二
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
お
け
る
収
容

な
し
て
第
一
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
お
け
る
収
容
人
員

人
員
が
三
十
人
未
満
の
も
の

が
三
十
人
未
満
の
も
の

(
)

(
)

(
(

)
(

)
(

二

防
火
対
象
物
の
部
分
で
令
別
表
第
一

五

項
ロ
、

七

項
、

二

防
火
対
象
物
の
部
分
で
令
別
表
第
一

五

項
ロ
、

七

項
、

八

項
、

九

項
ロ
、

十

項
か
ら

十
五

項
ま
で
、

十
六

項

八

項
、

九

項
ロ
、

十

項
か
ら

十
五

項
ま
で
、

十
六

項

)
(

)
(

)
(

)
(

)
)

(
)

(
)

(
)

(
)

ロ
又
は

十
七

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る

ロ
又
は

十
七

項
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
る

(
)

(
)

も
の
の
う
ち
、
当
該
防
火
対
象
物
の
部
分
を
一
の
防
火
対
象
物

も
の
の
う
ち
、
当
該
防
火
対
象
物
の
部
分
を
一
の
防
火
対
象
物

と
み
な
し
て
第
一
条
の
二
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
お
け
る

と
み
な
し
て
第
一
条
の
規
定
を
適
用
し
た
場
合
に
お
け
る
収
容

収
容
人
員
が
五
十
人
未
満
の
も
の

人
員
が
五
十
人
未
満
の
も
の

（
消
防
計
画
）

（
消
防
計
画
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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３

そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
防
火
対
象
物
に
あ

つ
て
は
、
当
該
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者
は
、
第
一
項
の
消
防

計
画
に
、
当
該
防
火
対
象
物
の
当
該
権
原
の
範
囲
を
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３
～
７

（
略
）

４
～
８

（
略
）

（
共
同
防
火
管
理
の
協
議
を
す
べ
き
事
項
）

（
共
同
防
火
管
理
の
協
議
を
す
べ
き
事
項
）

第
四
条
の
二

法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項

第
四
条
の
二

法
第
八
条
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
の
共
同
防
火
管
理
協
議
会
の
代
表
者
（
防
火
対
象
物
の

二

前
号
の
共
同
防
火
管
理
協
議
会
の
代
表
者
の
選
任
に
関
す
る

所
有
者
そ
の
他
の
当
該
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
を

こ
と
。

有
す
る
者
の
う
ち
主
要
な
者
で
、
共
同
防
火
管
理
協
議
会
を
代

表
す
る
も
の
を
い
う
。
第
四
条
の
二
の
七
第
二
項
第
二
号
及
び

第
四
条
の
二
の
九
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
選
任

に
関
す
る
こ
と
。

三
～
八

（
略
）

三
～
八

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
避
難
上
有
効
な
開
口
部
）

第
四
条
の
二
の
二

令
第
四
条
の
二
の
二
第
二
号
及
び
令
第
二
十
五

条
第
一
項
第
五
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
避
難
上
有
効
な
開
口
部

は
、
直
径
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
円
が
内
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
開

口
部
又
は
そ
の
幅
及
び
高
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
以
上
及
び
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
開
口
部
と
す
る
。

２

前
項
の
開
口
部
は
、
次
の
各
号
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

床
面
か
ら
開
口
部
の
下
端
ま
で
の
高
さ
は
、
十
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
内
で
あ
る
こ
と
。
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二

開
口
部
は
、
格
子
そ
の
他
の
容
易
に
避
難
す
る
こ
と
を
妨
げ

る
構
造
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

開
口
部
は
、
開
口
の
た
め
常
時
良
好
な
状
態
に
維
持
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
避
難
上
有
効
な
構
造
を
有
す
る
場
合
）

第
四
条
の
二
の
三

令
第
四
条
の
二
の
二
第
二
号
、
令
第
二
十
一
条

第
一
項
第
六
号
の
二
、
令
第
三
十
五
条
第
一
項
第
三
号
及
び
令
第

三
十
六
条
第
二
項
第
三
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
避
難
上
有
効
な

構
造
を
有
す
る
場
合
は
、
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年

政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
百
二
十
三
条
及
び
第
百
二
十
四
条
に

規
定
す
る
避
難
階
段
（
屋
内
に
設
け
る
も
の
で
消
防
庁
長
官
が
定

め
る
部
分
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
特
別
避
難
階
段
で
あ

る
場
合
と
す
る
。

（
防
火
対
象
物
の
点
検
及
び
報
告
）

第
四
条
の
二
の
四

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
点

検
は
、
一
年
に
一
回
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
防
火
対
象
物
の
管
理
に
つ
い
て

権
原
を
有
す
る
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
点
検
を
行
つ
た
結
果

を
防
火
管
理
維
持
台
帳
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
編
冊
し
た

も
の
を
い
う
。
）
に
記
録
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
一
項
及
び
法
第
八
条
の
二
第
二

項
の
届
出
に
係
る
書
類
の
写
し

二

次
項
の
報
告
書
の
写
し

三

第
四
条
の
二
の
八
第
二
項
の
申
請
書
の
写
し

四

第
四
条
の
二
の
八
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
通
知

五

第
三
十
一
条
の
三
第
一
項
の
届
出
に
係
る
書
類
の
写
し
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六

第
三
十
一
条
の
三
第
四
項
の
検
査
済
証

七

第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
の
報
告
書
の
写
し

八

消
防
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
次
の
イ
か
ら
リ
ま
で
に
掲

げ
る
状
況
を
記
載
し
た
書
類

イ

防
火
対
象
物
に
つ
い
て
の
火
災
予
防
上
の
自
主
検
査
の
状

況
ロ

消
防
用
設
備
等
の
点
検
及
び
整
備
の
状
況

ハ

避
難
施
設
の
維
持
管
理
の
状
況

二

防
火
上
の
構
造
の
維
持
管
理
の
状
況

ホ

定
員
の
遵
守
そ
の
他
収
容
人
員
の
適
正
化
の
状
況

ヘ

防
火
上
必
要
な
教
育
の
状
況

ト

消
火
、
通
報
及
び
避
難
の
訓
練
の
状
況

チ

増
築
、
改
築
、
移
転
、
修
繕
又
は
模
様
替
え
の
工
事
中
の

防
火
対
象
物
に
お
け
る
防
火
管
理
者
又
は
そ
の
補
助
者
の
立

会
い
そ
の
他
火
気
の
使
用
又
は
取
扱
い
の
監
督
の
状
況

リ

大
規
模
な
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
並
び
に
教
育
及
び
広
報

の
状
況
（
強
化
地
域
に
所
在
す
る
防
火
対
象
物
に
限
る
。
）

九

消
防
用
設
備
等
の
工
事
、
整
備
等
の
経
過
一
覧
表

十

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
防
火
管
理
上
必
要
な
書
類

３

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
点
検
の
結
果
に
つ

い
て
の
報
告
書
の
様
式
は
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
。

４

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
点
検
資

格
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
防
火
対
象

物
の
点
検
に
関
し
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
講
習
で
あ
つ
て
、
法
人
で
総
務
大
臣
が
登
録
す
る
も
の
（
以

下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
登
録
講
習
機
関
」
と
い
う
。
）

の
行
う
も
の
の
課
程
を
修
了
し
、
当
該
登
録
講
習
機
関
が
発
行
す

る
防
火
対
象
物
の
点
検
に
関
し
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
し

た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
次
項
及
び
次
条
第
十
項
に
お
い
て
「
免
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状
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
と
す
る
。

一

法
第
十
七
条
の
六
に
規
定
す
る
消
防
設
備
士
で
、
消
防
用
設

備
等
の
工
事
、
整
備
又
は
点
検
に
つ
い
て
三
年
以
上
の
実
務
の

経
験
を
有
す
る
者

二

第
三
十
一
条
の
六
第
五
項
に
規
定
す
る
消
防
設
備
点
検
資
格

者
で
、
消
防
用
設
備
等
の
点
検
に
つ
い
て
三
年
以
上
の
実
務
の

経
験
を
有
す
る
者

三

法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
防
火
管
理
者
で
、
三
年
以
上

そ
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

四

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
五
条

第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
検
定
に
合
格

し
た
者
で
、
建
築
主
事
又
は
確
認
検
査
員
と
し
て
二
年
以
上
の

実
務
の
経
験
を
有
す
る
も
の

五

建
築
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
四
十

号
）
第
四
条
の
二
十
第
一
項
に
規
定
す
る
特
殊
建
築
物
等
調
査

資
格
者
で
、
特
殊
建
築
物
等
の
調
査
に
つ
い
て
五
年
以
上
の
実

務
の
経
験
を
有
す
る
者

六

建
築
基
準
法
施
行
規
則
第
四
条
の
二
十
第
七
項
に
規
定
す
る

建
築
設
備
検
査
資
格
者
で
、
建
築
設
備
の
検
査
に
つ
い
て
五
年

以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

七

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
条
第

二
項
に
規
定
す
る
一
級
建
築
士
又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る

二
級
建
築
士
で
、
建
築
物
の
設
計
若
し
く
は
工
事
監
理
又
は
建

築
工
事
の
指
導
監
督
に
つ
い
て
五
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有

す
る
者

八

建
築
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
建
設
省
令
第
三
十
八

号
）
第
十
七
条
の
十
八
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
設
備
士
で
、

五
年
以
上
そ
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

九

市
町
村
の
消
防
職
員
で
、
火
災
予
防
に
関
す
る
業
務
に
つ
い
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て
一
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る
者

十

市
町
村
の
消
防
職
員
で
、
五
年
以
上
そ
の
実
務
の
経
験
を
有

す
る
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

十
一

市
町
村
の
消
防
団
員
で
、
八
年
以
上
そ
の
実
務
の
経
験
を

有
す
る
者

十
二

建
築
基
準
法
第
二
条
第
三
十
六
号
に
規
定
す
る
特
定
行
政

庁
の
職
員
で
、
建
築
行
政
に
関
す
る
業
務
（
防
火
に
関
す
る
も

の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
五
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を
有
す
る

者
十
三

前
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
有

す
る
と
消
防
庁
長
官
が
認
め
る
者

５

防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
と
き
は
、
そ
の
資
格
を
失
う
も
の
と
す
る
。

一

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
と
な
つ
た
と
き
。

二

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。

こ

三

法
に
違
反
し
、
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。

四

防
火
対
象
物
の
火
災
予
防
上
必
要
な
事
項
等
の
点
検
を
適
正

に
行
つ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

五

資
格
、
実
務
の
経
験
等
を
偽
つ
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
き
。

六

消
防
庁
長
官
が
定
め
る
期
間
ご
と
に
登
録
講
習
機
関
の
講
習

を
修
了
し
、
当
該
登
録
講
習
機
関
が
発
行
す
る
免
状
の
交
付
を

受
け
な
か
つ
た
と
き
。

（
登
録
講
習
機
関
）

第
四
条
の
二
の
五

前
条
第
四
項
の
講
習
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
講
習
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す

る
法
人
は
、
総
務
大
臣
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
は
、
申
請
書
に
消
防
庁

長
官
が
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
え
て
総
務
大
臣
に
提
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出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
が
あ
つ
た
と

き
は
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒
否
す
る
と
き
を
除
く
ほ

か
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
事
項
を
登
録
講
習
機
関
登
録
簿
に
登

録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
し
た
と
き
は
、
遅

滞
な
く
、
そ
の
旨
を
申
請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

総
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
法
人
が
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
、
防
火
対
象
物
点
検
資

格
者
講
習
の
業
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
に
足
り
る
も
の

と
し
て
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
と

き
、
又
は
申
請
書
若
し
く
は
添
付
書
類
の
う
ち
に
重
要
な
事
項
に

つ
い
て
虚
偽
の
記
載
が
あ
り
、
若
し
く
は
重
要
な
事
実
の
記
載
が

欠
け
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
て
罰
金
以
上
の
刑
に
処

せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
法
人
（
当

該
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者
が
役
員
で
あ
る
法

人
を
含
む
。
）

二

第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消

し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
法
人

三

第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
講
習
の

業
務
の
停
止
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
停
止
の
期
間
が
経
過
し
な
い

法
人

四

前
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
法
人
（
第
一
号
括
弧
書
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
役
員
で
あ
る
者
又
は
役
員
で
あ
つ

た
者
で
そ
の
職
を
辞
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な

い
も
の
が
役
員
で
あ
る
法
人

６

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
拒
否
し
た
と
き
は
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、
遅
滞
な
く
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
、
そ
の
旨
を
申
請
者
に
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

登
録
講
習
機
関
は
、
第
二
項
に
規
定
す
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ

た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
書
類
を
添
え
て

、
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
が
あ
つ
た
場
合
に
準
用
す
る
。

９

総
務
大
臣
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る
登
録
講
習
機
関
登
録
簿
を

一
般
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

登
録
講
習
機
関
は
、
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
講
習
の
業
務
に

10
関
す
る
事
項
で
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
も
の
を
記
載
し
た
帳
簿
を

備
え
付
け
、
こ
れ
を
免
状
を
交
付
し
た
日
か
ら
六
年
間
保
存
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

総
務
大
臣
は
、
登
録
講
習
機
関
の
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
講

11
習
の
業
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
登
録
講
習
機
関
に
対
し
、
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者

講
習
の
業
務
に
関
し
必
要
な
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

登
録
講
習
機
関
は
、
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
講
習
の
業
務
を

12
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
も
つ
て
、
そ
の
旨
を
総
務
大

臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

休
止
又
は
廃
止
を
必
要
と
す
る
理
由

二

休
止
又
は
廃
止
の
時
期

三

休
止
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
期
間

登
録
講
習
機
関
が
、
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
講
習
の
業
務
を

13
廃
止
し
た
と
き
は
、
当
該
登
録
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
が
そ
の
効
力
を
失
つ

14
た
と
き
、
又
は
次
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
た
と
き
は

、
当
該
登
録
を
抹
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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総
務
大
臣
は
、
登
録
講
習
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

15
当
す
る
と
き
は
、
当
該
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て

防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
講
習
の
業
務
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。

一

不
正
の
手
段
に
よ
り
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
と
き
。

二

第
五
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
き
。

三

第
五
項
第
一
号
又
は
第
四
号
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と

き
。

四

法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
（
そ
の
役
員
が

法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
を
含
む
。
）
。

第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
場
合
に

16
準
用
す
る
。

（
防
火
対
象
物
の
点
検
基
準
）

第
四
条
の
二
の
六

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定

め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

第
三
条
第
一
項
及
び
第
四
条
第
一
項
の
届
出
が
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

二

法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
消
防
計
画
に
基
づ
き
、
消
防

庁
長
官
が
定
め
る
事
項
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

三

そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
防
火
対
象
物
に

あ
つ
て
は
、
消
防
庁
長
官
が
定
め
る
事
項
が
適
切
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
。

四

法
第
八
条
の
二
の
四
に
規
定
す
る
避
難
上
必
要
な
施
設
及
び

防
火
戸
に
つ
い
て
、
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五

令
第
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
防
炎
防
火
対
象
物
に

あ
つ
て
は
、
当
該
防
炎
防
火
対
象
物
に
お
い
て
使
用
す
る
防
炎

対
象
物
品
に
、
法
第
八
条
の
三
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項

の
規
定
に
従
つ
て
、
表
示
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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六

圧
縮
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
、
液
化
石
油
ガ
ス
そ
の
他
の
火
災
予

防
又
は
消
火
活
動
に
重
大
な
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
物

質
で
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第

三
百
六
号
）
第
一
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
貯
蔵
し

、
又
は
取
り
扱
つ
て
い
る
場
合
（
法
第
九
条
の
二
第
一
項
た
だ

し
書
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
は
、
そ
の
旨
の
届
出
が

さ
れ
て
い
る
こ
と
。

七

消
防
用
設
備
等
が
、
消
防
庁
長
官
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
法
第
十
七
条
第
一
項
、
法
第
十
七
条
の
二
及
び
法
第
十
七
条

の
三
並
び
に
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
従
つ
て
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

八

法
第
十
七
条
の
三
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
届
出
を
行
い
、

検
査
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

九

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令

に
規
定
す
る
事
項
に
関
し
市
町
村
長
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
。

２

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
防
火
対
象
物
で
あ
つ
て
、
次
に

掲
げ
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定

の
う
ち
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
以
外
の
規
定
を

適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
。

一

令
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
一
の
防
火
対
象
物
と
み
な
さ
れ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
防
火
対
象
物
の
う
ち
、
令
別
表
第
一
（
一
）
項
か

ら
（
四
）
項
ま
で
、
（
五
）
項
イ
、
（
六
）
項
又
は
（
九
）
項

イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
て
い
る
部
分
が
存

し
な
い
も
の

二

開
口
部
の
な
い
耐
火
構
造
の
床
又
は
壁
で
区
画
さ
れ
て
い
る

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
区
画
さ
れ
た
部
分
が
令
別
表
第
一
（
一

）
項
か
ら
（
四
）
項
ま
で
、
（
五
）
項
イ
、
（
六
）
項
又
は
（

九
）
項
イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ
れ
て
い
な
い
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場
合
に
お
け
る
当
該
区
画
さ
れ
た
部
分

（
防
火
対
象
物
点
検
の
表
示
）

第
四
条
の
二
の
七

法
第
八
条
の
二
の
二
第
二
項
の
表
示
は
、
別
表

第
一
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
防
火
対
象
物
の
見

や
す
い
箇
所
に
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
八
条
の
二
の
二
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

点
検
を
行
つ
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
後
の
年
月
日

二

法
第
八
条
の
二
の
二
第
一
項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名
（

そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
防
火
対
象
物
に
あ

つ
て
は
、
当
該
防
火
対
象
物
の
共
同
防
火
管
理
協
議
会
の
代
表

者
の
氏
名
）

三

点
検
を
行
つ
た
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
の
氏
名
そ
の
他
消

防
庁
長
官
が
定
め
る
事
項

（
防
火
対
象
物
点
検
の
特
例
）

第
四
条
の
二
の
八

法
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
第
三
号
の
総
務
省

令
で
定
め
る
基
準
は
、
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
消
防
長
又
は
消

防
署
長
の
検
査
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
と
す
る
。

一

第
四
条
の
二
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
て
い

る
こ
と
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
消
防
用
設
備
等
が
設
備
等
技

術
基
準
に
従
つ
て
設
置
さ
れ
、
又
は
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三

法
第
十
七
条
の
三
の
三
の
規
定
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と
。

四

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令

に
規
定
す
る
事
項
に
関
し
市
町
村
長
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
。
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２

法
第
八
条
の
二
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
別
記
様

式
第
一
号
の
二
の
二
の
二
の
申
請
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

法
第
八
条
の
二
の
三
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

防
火
対
象
物
の
管
理
を
開
始
し
た
日

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
市
町
村
長
が
定
め
る
事
項

４

前
項
第
一
号
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
該
事
項
を
確
認
で
き
る

書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

法
第
八
条
の
二
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
旨
の
通
知
に
は
、
当
該
認
定
が
効
力
を
生
じ
る
日
（
次

項
に
お
い
て
「
認
定
日
」
と
い
う
。
）
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

６

消
防
長
又
は
消
防
署
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
後
、

当
該
通
知
に
記
載
さ
れ
る
認
定
日
ま
で
の
間
に
、
認
定
日
に
当
該

認
定
の
効
力
を
生
じ
る
こ
と
と
な
る
防
火
対
象
物
が
法
第
八
条
の

二
の
三
第
六
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と

き
は
、
当
該
認
定
を
し
な
い
こ
と
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
申
請

者
に
対
し
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

７

法
第
八
条
の
二
の
三
第
三
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を

し
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
理
由
を
示

し
て
、
そ
の
旨
を
同
条
第
二
項
の
申
請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

８

法
第
八
条
の
二
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様

式
第
一
号
の
二
の
二
の
三
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
防
火
対
象
物
点
検
の
特
例
認
定
の
表
示
）

第
四
条
の
二
の
九

法
第
八
条
の
二
の
三
第
七
項
の
表
示
は
、
別
表

第
一
の
二
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
防
火
対
象
物

の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
八
条
の
二
の
三
第
七
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
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次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
八
条
の
二
の
三
第
四
項
第
一
号
（
括
弧
書
を
除
く
。
）

の
規
定
に
よ
り
認
定
の
効
力
が
失
わ
れ
る
日

二

法
第
八
条
の
二
の
三
第
一
項
の
権
原
を
有
す
る
者
の
氏
名
（

そ
の
管
理
に
つ
い
て
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
防
火
対
象
物
に
あ

つ
て
は
、
当
該
防
火
対
象
物
の
共
同
防
火
管
理
協
議
会
の
代
表

者
の
氏
名
）

三

認
定
を
行
つ
た
消
防
長
又
は
消
防
署
長
の
属
す
る
消
防
本
部

又
は
消
防
署
の
名
称

（
防
炎
表
示
等
）

（
防
炎
表
示
等
）

第
四
条
の
四

（
略
）

第
四
条
の
四

（
略
）

一

（
略
）

一

（
略
）

二

防
炎
表
示
は
、
別
表
第
一
の
二
の
二
に
定
め
る
様
式
に
よ
り

二

防
炎
表
示
は
、
別
表
第
一
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
行
な
う
こ

行
う
こ
と
。

と
。

三

（
略
）

三

（
略
）

２

前
項
第
一
号
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第

２

前
項
第
一
号
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第

一
号
の
二
の
二
の
四
の
申
請
書
に
第
四
項
の
基
準
に
適
合
す
る
も

一
号
の
二
の
二
の
二
の
申
請
書
に
第
四
項
の
基
準
に
適
合
す
る
も

の
で
あ
る
旨
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
消
防
庁
長
官
に
申
請

の
で
あ
る
旨
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
消
防
庁
長
官
に
申
請

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
～
９

（
略
）

３
～
９

（
略
）

第
一
節

防
火
対
象
物
の
用
途
の
指
定

第
一
節

舟
車
の
指
定

（
防
火
対
象
物
の
用
途
の
指
定
）

（
舟
車
の
指
定
）

第
五
条

令
別
表
第
一
（
二
）
項
ハ
の
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は

第
五
条

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

も
つ
ぱ
ら
、
面
識
の
な
い
異
性
と
の
一
時
の
性
的
好
奇
心
を

満
た
す
た
め
の
交
際
を
希
望
す
る
者
に
対
し
、
異
性
を
紹
介
す

る
営
業
を
営
む
店
舗
で
、
そ
の
一
方
の
者
か
ら
の
情
報
通
信
に
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関
連
す
る
機
器
に
よ
る
交
際
の
申
込
み
を
電
気
通
信
設
備
を
用

い
て
当
該
店
舗
内
に
立
ち
入
ら
せ
た
他
の
一
方
の
者
に
取
り
次

ぐ
こ
と
に
よ
つ
て
営
む
も
の
（
そ
の
一
方
が
当
該
営
業
に
従
事

す
る
者
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
も
の
を
含
み
、
風
俗
営
業
等
の

規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年

法
律
第
百
二
十
二
号
。
以
下
「
風
営
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条

第
九
項
に
規
定
す
る
営
業
を
営
む
も
の
を
除
く
。
）

二

個
室
を
設
け
、
当
該
個
室
に
お
い
て
客
の
性
的
好
奇
心
に
応

じ
て
そ
の
客
に
接
触
す
る
役
務
を
提
供
す
る
営
業
を
営
む
店
舗

（
風
営
法
第
二
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
営
業
を
営
む
も

の
を
除
く
。
）

２

令
別
表
第
一

二
十

項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
舟
車
は
、
法
第

令
別
表
第
一

二
十

項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
舟
車
は
、
法
第

(
)

(
)

二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
舟
車
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
舟

二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
舟
車
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
舟

及
び
車
両
と
す
る
。

及
び
車
両
と
す
る
。

一

総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
の
舟
で
、
推
進
機
関
を
有
す
る
も
の

一

総
ト
ン
数
五
ト
ン
以
上
の
舟
で
、
推
進
機
関
を
有
す
る
も
の

二

鉄
道
営
業
法
（
明
治
三
十
三
年
法
律
第
六
十
五
号
）
、
軌
道

二

鉄
道
営
業
法
（
明
治
三
十
三
年
法
律
第
六
十
五
号
）
、
軌
道

法
（
大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
）
若
し
く
は
道
路
運
送
車
両

法
（
大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
）
若
し
く
は
道
路
運
送
車
両

法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
又
は
こ
れ
ら
に
基

法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
又
は
こ
れ
ら
に
基

づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
消
火
器
具
を
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ

づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
消
火
器
具
を
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ

る
車
両

る
車
両

（
大
型
消
火
器
以
外
の
消
火
器
具
の
設
置
）

（
大
型
消
火
器
以
外
の
消
火
器
具
の
設
置
）

第
六
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
中
の
面
積
の
数

２

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
中
の
面
積
の
数

値
は
、
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
、
か
つ
、
壁
及
び
天
井
（

値
は
、
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
、
か
つ
、
壁
及
び
天
井
（

天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分

天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
の
室
内
に
面
す
る
部
分

（
回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の

（
回
り
縁
、
窓
台
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の

仕
上
げ
を
難
燃
材
料
（
建
築
基
準
法
施
行
令
第
一
条
第
六
号
に
規

仕
上
げ
を
難
燃
材
料
（
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政

定
す
る
難
燃
材
料
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
し
た
防
火
対
象
物

令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
一
条
第
六
号
に
規
定
す
る
難
燃
材
料
を
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に
あ
つ
て
は
、
当
該
数
値
の
二
倍
の
数
値
と
す
る
。

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
し
た
防
火
対
象
物
に
あ
つ
て
は
、
当
該

数
値
の
二
倍
の
数
値
と
す
る
。

３

第
一
項
の
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
う
ち
、
少
量
危
険
物

３

第
一
項
の
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
の
う
ち
、
少
量
危
険
物

（
危
険
物
の
う
ち
、
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
第
一
条
の
十

（
危
険
物
の
う
ち
、
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十

一
に
規
定
す
る
指
定
数
量
の
五
分
の
一
以
上
で
指
定
数
量
未
満
の

四
年
政
令
第
三
百
六
号
）
第
一
条
の
十
一
に
規
定
す
る
指
定
数
量

も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
指
定
可
燃
物
（
同
令
別
表
第

の
五
分
の
一
以
上
で
指
定
数
量
未
満
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ

四
の
品
名
欄
に
掲
げ
る
物
品
で
、
同
表
の
数
量
欄
に
定
め
る
数
量

。
）
又
は
指
定
可
燃
物
（
同
令
別
表
第
四
の
品
名
欄
に
掲
げ
る
物

以
上
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱

品
で
、
同
表
の
数
量
欄
に
定
め
る
数
量
以
上
の
も
の
を
い
う
。
以

う
も
の
に
あ
っ
て
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
令
別
表
第

下
同
じ
。
）
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
も
の
に
あ
っ
て
は
、
前

二
に
お
い
て
危
険
物
又
は
指
定
可
燃
物
の
種
類
ご
と
に
そ
の
消
火

二
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
令
別
表
第
二
に
お
い
て
危
険
物
又
は

に
適
応
す
る
も
の
と
さ
れ
る
消
火
器
具
を
、
そ
の
能
力
単
位
の
数

指
定
可
燃
物
の
種
類
ご
と
に
そ
の
消
火
に
適
応
す
る
も
の
と
さ
れ

値
の
合
計
数
が
、
当
該
防
火
対
象
物
に
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う

る
消
火
器
具
を
、
そ
の
能
力
単
位
の
数
値
の
合
計
数
が
、
当
該
防

少
量
危
険
物
又
は
指
定
可
燃
物
の
数
量
を
次
の
表
に
定
め
る
数
量

火
対
象
物
に
貯
蔵
し
、
又
は
取
り
扱
う
少
量
危
険
物
又
は
指
定
可

で
除
し
て
得
た
数
以
上
の
数
値
と
な
る
よ
う
に
設
け
な
け
れ
ば
な

燃
物
の
数
量
を
次
の
表
に
定
め
る
数
量
で
除
し
て
得
た
数
以
上
の

ら
な
い
。

数
値
と
な
る
よ
う
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

表

（
略
）

表

（
略
）

４
～
７

（
略
）

４
～
７

（
略
）

（
屋
内
消
火
栓
設
備
に
関
す
る
基
準
の
細
目
）

（
屋
内
消
火
栓
設
備
に
関
す
る
基
準
の
細
目
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

二
～
三
の
二

（
略
）

二
～
三
の
二

（
略
）

四

（
略
）

四

（
略
）

イ

（
略
）

イ

（
略
）

（
イ
）
～
（
ハ
）

（
略
）

（
イ
）
～
（
ハ
）

（
略
）

（
ニ
）

高
圧
又
は
特
別
高
圧
で
受
電
す
る
非
常
電
源
専
用
受

（
ニ
）

高
圧
又
は
特
別
高
圧
で
受
電
す
る
非
常
電
源
専
用
受

電
設
備
に
あ
つ
て
は
、
不
燃
材
料
（
建
築
基
準
法
第
二

電
設
備
に
あ
つ
て
は
、
不
燃
材
料
（
建
築
基
準
法
（
昭

条
第
九
号
に
規
定
す
る
不
燃
材
料
を
い
う
。
以
下
同
じ

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
九
号
に
規

。
）
で
造
ら
れ
た
壁
、
柱
、
床
及
び
天
井
（
天
井
の
な

定
す
る
不
燃
材
料
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
造
ら
れ

い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
屋
根
）
で
区
画
さ
れ
、
か
つ
、

た
壁
、
柱
、
床
及
び
天
井
（
天
井
の
な
い
場
合
に
あ
つ



- 17 -

窓
及
び
出
入
口
に
防
火
戸
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
九

て
は
、
屋
根
）
で
区
画
さ
れ
、
か
つ
、
窓
及
び
出
入
口

号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
あ
る
も
の
に
限
る

に
防
火
戸
（
建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規

。
以
下
同
じ
。
）
を
設
け
た
専
用
の
室
に
設
け
る
こ
と

定
す
る
防
火
設
備
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。

。
た
だ
し
、
次
の
（
１
）
又
は
（
２
）
に
該
当
す
る
場

）
を
設
け
た
専
用
の
室
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

の
（
１
）
又
は
（
２
）
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

（
１
）
・
（
２
）

（
略
）

（
１
）
・
（
２
）

（
略
）

（
ホ
）
～
（
ト
）

（
略
）

（
ホ
）
～
（
ト
）

（
略
）

ロ
～
ニ

（
略
）

ロ
～
ニ

（
略
）

五
～
七

（
略
）

五
～
七

（
略
）

（
自
動
火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
等
）

（
自
動
火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
等
）

第
二
十
三
条

（
略
）

第
二
十
三
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

（
略
）

６

（
略
）

一

前
項
第
六
号
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
で
第

一

前
項
第
六
号
に
規
定
す
る
防
火
対
象
物
又
は
そ
の
部
分
で
第

四
項
第
一
号
ニ
（

チ

を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
煙
感
知
器

四
項
第
一
号
ニ
（

チ

を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
煙
感
知
器

(
)

(
)

又
は
熱
煙
複
合
式
ス
ポ
ッ
ト
型
感
知
器
を
設
置
せ
ず
、
か
つ
、

又
は
熱
煙
複
合
式
ス
ポ
ッ
ト
型
感
知
器
を
設
置
せ
ず
、
か
つ
、

同
号
ホ
（

二

を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
炎
感
知
器
を
設
置

同
号
ホ
（

二

を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
炎
感
知
器
を
設
置

(
)

(
)

し
な
い
場
所

別
表
第
一
の
二
の
三
に
お
い
て
、
場
所
の
区
分

し
な
い
場
所

別
表
第
一
の
二
に
お
い
て
、
場
所
の
区
分
に
応

に
応
じ
、
適
応
す
る
も
の
と
さ
れ
る
種
別
を
有
す
る
感
知
器

じ
、
適
応
す
る
も
の
と
さ
れ
る
種
別
を
有
す
る
感
知
器

７
～
９

（
略
）

７
～
９

（
略
）

（
消
防
用
設
備
等
の
点
検
及
び
報
告
）

（
消
防
用
設
備
等
の
点
検
及
び
報
告
）

第
三
十
一
条
の
六

（
略
）

第
三
十
一
条
の
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

法
第
十
七
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
り
消
防
設
備
士
免
状
の
交

４

法
第
十
七
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
り
消
防
設
備
士
免
状
の
交

付
を
受
け
て
い
る
者
又
は
総
務
省
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者

付
を
受
け
て
い
る
者
又
は
総
務
大
臣
が
認
め
る
資
格
を
有
す
る
者

が
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
消
防
用
設
備
等
の
種
類
は
、
消
防

が
点
検
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
消
防
用
設
備
等
の
種
類
は
、
消
防
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庁
長
官
が
定
め
る
。

庁
長
官
が
定
め
る
。

５

法
第
十
七
条
の
三
の
三
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
資
格

５

法
第
十
七
条
の
三
の
三
に
規
定
す
る
総
務
大
臣
が
認
め
る
資
格

を
有
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
消

を
有
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
、
消

防
用
設
備
等
の
点
検
に
関
し
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る

防
用
設
備
等
の
点
検
に
関
し
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
講
習
で
あ
つ
て
、
公
益
法
人
で
総
務
大
臣
が
指
定

こ
と
が
で
き
る
講
習
で
あ
つ
て
、
公
益
法
人
で
総
務
大
臣
が
指
定

す
る
も
の
又
は
公
益
法
人
以
外
の
法
人
で
消
防
庁
長
官
が
指
定
す

す
る
も
の
又
は
公
益
法
人
以
外
の
法
人
で
消
防
庁
長
官
が
指
定
す

る
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
指
定
講
習
機
関
」

る
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
指
定
講
習
機
関
」

と
い
う
。
）
の
行
う
も
の
の
課
程
を
修
了
し
、
当
該
指
定
講
習
機

と
い
う
。
）
の
行
う
も
の
の
課
程
を
修
了
し
、
当
該
指
定
講
習
機

関
が
発
行
す
る
消
防
用
設
備
等
の
点
検
に
関
し
必
要
な
知
識
及
び

関
が
発
行
す
る
消
防
用
設
備
等
の
点
検
に
関
し
必
要
な
知
識
及
び

技
能
を
修
得
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
次
項
及
び
次
条
第
三
項

技
能
を
修
得
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
次
項
及
び
次
条
第
三
項

に
お
い
て
「
免
状
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
（
次

に
お
い
て
「
免
状
」
と
い
う
。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
（
次

項
に
お
い
て
「
消
防
設
備
点
検
資
格
者
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

項
に
お
い
て
「
消
防
設
備
点
検
資
格
者
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

建
築
士
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
級
建
築
士
又
は
同

六

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
条
第

条
第
三
項
に
規
定
す
る
二
級
建
築
士

二
項
に
規
定
す
る
一
級
建
築
士
又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る

二
級
建
築
士

七
～
十

（
略
）

七
～
十

（
略
）

６

（
略
）

６

（
略
）

（
免
状
の
書
換
え
の
申
請
書
の
様
式
等
）

（
免
状
の
書
換
え
の
申
請
書
の
様
式
等
）

第
三
十
三
条
の
六

（
略
）

第
三
十
三
条
の
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
第
三
十
六
条
の
四
第
二
号

に
定
め
る
免
状
の
記
載
事
項
の
変
更
に
係
る
免
状
の
書
換
え
の
申

請
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
都
道
府
県
知
事
が
住
民
基
本
台
帳
法

（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
三
十
条
の
七
第
五
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
り
、
他
の
都
道
府
県
の
都
道
府
県
知
事
（
同
法

第
三
十
条
の
十
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
指
定
情
報
処
理
機

関
に
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
指
定
情
報
処
理
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機
関
）
か
ら
当
該
申
請
を
行
お
う
と
す
る
者
に
係
る
本
人
確
認
情

報
の
提
供
を
受
け
る
と
き
又
は
同
法
第
三
十
条
の
八
第
一
項
第
一

号
の
規
定
に
よ
り
当
該
申
請
を
行
お
う
と
す
る
者
に
係
る
本
人
確

認
情
報
を
利
用
す
る
と
き
は
、
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
書
類
を

添
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

（
指
定
検
定
機
関
の
構
成
員
）

第
四
十
四
条
の
五
の
二

法
第
二
十
一
条
の
四
十
六
第
一
項
第
三
号

の
総
務
省
令
で
定
め
る
構
成
員
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
人
の

種
類
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

民
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人

社
員

二

商
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
五
十
三
条
の

合
名
会
社
及
び
合
資
会
社
並
び
に
有
限
会
社
法
（
昭
和
十
三
年

法
律
第
七
十
四
号
）
第
一
条
第
一
項
の
有
限
会
社

社
員

三

商
法
第
五
十
三
条
の
株
式
会
社

株
主

四

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十

一
号
）
第
三
条
の
事
業
協
同
組
合
、
事
業
協
同
小
組
合
及
び
企

業
組
合

組
合
員

五

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
第
三
条
の
協
同
組
合
連
合
会

直

接
又
は
間
接
に
こ
れ
ら
を
構
成
す
る
者

六

そ
の
他
の
法
人

当
該
法
人
に
応
じ
て
前
各
号
に
掲
げ
る
者

に
類
す
る
も
の

（
指
定
の
基
準
）

第
四
十
四
条
の
五
の
三

法
第
二
十
一
条
の
四
十
六
第
一
項
第
四
号

の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
検
定
の
実
施
に
係
る
組
織
、
検

定
の
方
法
、
料
金
の
算
定
の
方
法
そ
の
他
の
検
定
の
業
務
を
遂
行

す
る
た
め
の
体
制
が
次
の
各
号
に
適
合
す
る
よ
う
整
備
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
す
る
。
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一

特
定
の
者
を
不
当
に
差
別
的
に
取
り
扱
う
も
の
で
な
い
こ
と
。

二

検
定
を
受
け
る
者
と
の
取
引
関
係
そ
の
他
の
利
害
関
係
の
影

響
を
受
け
な
い
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
検
定
の
公
正
な
実
施
に
支

障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い
こ
と
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

十
四
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行

の
日
（
平
成
十
四
年
十
月
二
十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施

行
す
る
。

一

第
三
十
三
条
の
六
第
四
項
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
第
一
項

及
び
第
二
項
の
規
定

公
布
の
日

二

次
条
第
三
項
の
規
定

平
成
十
五
年
一
月
一
日

三

第
三
条
及
び
第
四
条
の
二
の
改
正
規
定
、
同
条
の
次
に
八
条

を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
第
四
条
の
四
第
二
項
、
第
五
条
、

第
六
条
、
第
十
二
条
第
四
号
イ
（
二
）
、
第
二
十
三
条
第
六
項

、
別
表
第
一
、
別
表
第
一
の
二
、
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二

の
二
及
び
別
記
様
式
第
一
号
の
二
の
二
の
三
の
改
正
規
定

改

正
法
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（

平
成
十
五
年
十
月
一
日
）

（
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
後
の
消
防
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う

。
）
第
四
条
の
二
の
四
第
四
項
の
講
習
を
行
お
う
と
す
る
法
人
は

、
前
条
第
三
号
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日

」
と
い
う
。
）
前
に
お
い
て
も
、
新
規
則
第
四
条
の
二
の
五
第
一
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項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
総
務
大
臣
の
登
録
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
し
た
と
き
、
又
は

登
録
を
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
規
則
第

四
条
の
二
の
五
第
四
項
又
は
第
六
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の

旨
を
申
請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
登
録
講
習
機
関
は
、
施

行
日
前
に
お
い
て
も
新
規
則
第
四
条
の
二
の
四
第
四
項
に
規
定
す

る
講
習
を
行
い
、
同
項
に
規
定
す
る
免
状
を
交
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
免
状
の
効
力
は
、
施
行
日
か

ら
生
ず
る
も
の
と
す
る
。


